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論　　文　　の　　要　　旨

王）細胞内LDHのbrush虹g　cyto1ogyへの応用に関する研究

　　肺癌の臨床診断のうち、細胞診は重要な役割を占めている。通常は喀疾細胞，気管支擦過細胞、

　穿刺細胞などをパパニコロー染色をし，形態学的な判定により診断が行なわれている。すなわち

　pattem認識であるため確度は高いが高度の熟度を要し，数量化が困難という難点がある。そこで

著者は酵素組織化学的な方法を用い、熟練度の要しないかつ定量可能な方法の開発をこころみた。

　すなわち、乳酸脱水酵素（以下LDH）の活定度の定性定量化を試みた。

検体は肺癌症群30例ヨ非肺癌症群30例の気管支鏡検査下に得た喀疾と気管気管支擦過標本であ

　る。

　　染色法はヨLDH染色（乳酸を基質とし、ニトロブルテートラゾリウムを遷元し、不溶性の色素

　ジホルマザンと沈着）を両群に行った。ただし，腫瘍細胞はパパニコローC1ass5の細胞を選んで行

　なった。尿素阻害試験は失活の程度を比較するために行った。

　　観察方法：穎粒の分布、大小、色調により（十汁）（十ト）（十）（一）の4段階に分けた。

　　成績、LDH活性は癌細胞では正常細胞に比し明らかに高い。正常細胞では擦過標本の方が喀疾

　中細胞より活性度は高い。

　　結論として雪肺癌群28／30例はLDH（十汁）であったが，2／30例は（廿）であった。一方，正常
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　細胞でLDH（十什）であっても尿素阻害試験を失活になったものはない。小細胞癌では判定は困難

　であるがヨ臨床応用の可能性はあると考えられた。

2）　レーザー顕微鏡のbrushing　cyto1ogyへの応用

　　波長488n㎜のアルゴンレーザー顕微鏡を用いAcrid亘ne　or狐ge染色を用い，癌細胞の診断は可

　能かについて検討した。しかしヨbrush三ngcyto1ogyにおける扁平上皮癌細胞は正常細胞との問に

　著しい差はなかった。

3）　レザー内視鏡による肺癌光化学治療に関する研究

①　アルゴンレザーの温熱効果をたしかめるための実験を行ない，先端出力200－400mWヨ照射

　　距離1㎝では温度上昇のないことを確認した。

　②レーザー光化学治療の臨床応用に関する研究

　　　ヘマトボノレフィン誘導体投与後ヨ気管狭窄ないし閉寒例9例にアルゴンレザー514．O　nm出カ

　　20－100Wヨ2－20分照射を行った。扁平上皮癌症例には良好な結果を得た。手術不能例に対

　　して本法が呼吸管理上極めて有効であることを確認した。

審　　査　　の　　要　　旨

　細胞内のLDHのbrush虹g　cyto1ogyに関して，主として活発な討論が行われた。とくに判定基準の

設定についてやはり経験的な判断が入るのではないかという疑問がだされた。とくに定量化への意

図があるなら穎粒と細胞の種類と形態についてそれぞれの条件設定が必要であると指摘された。し

かし、酵素組織化学的方法で定性定量化の試みは将来の集団検診などの有用性を考慮しヨ高く評価

された。更に今後本法におけるse鵬ibi1ityと選択性について検討されるよう期待が多かった。

　精カ的なレザー関係の仕事には，基礎データーの収集から臨床応用までの思考過程はよき理解で

きヨとくに，本法が熱効果でないことを証明したことは有意が高い。とくに大学院の条件下でこれ

だけの臨床データーを得るにはかなりの困難があったと推測される。十分評価されるべきである。

　よってラ著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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